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の前処理に適し，さらに，L メタン発酵処理液に対し，27.5g の Ca（OH）2，5L/min の空気流量が最適な
条件とわかった。さらに，土壌カラムを使って，新しい土壌トレンチの最適条件と窒素の除去メカニズムを
検討した。その結果，硝化反応が安定する前に前処理したメタン発酵処理液中のアンモニアはほとんど土壌
中に吸着除去され，硝化反応が安定してからアンモニアがほぼ硝酸になって，除去された。アンモニア除去
率が曝気により高まり，低温により低下することがわかった。さらに，廃水の処理速度はアンモニア除去率
に大きく影響し，低い廃水処理速度ではアンモニアのカラム中での停留時間が長くなり，アンモニア除去率
が高くなることがわかった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究では土壌トレンチ法に関する，数値シミュレーション及び十年以上使用してきた土壌トレンチの野
外調査に基づいて，土壌トレンチの窒素除去メカニズムを解明した。この結果に基づいて，高濃度アンモニ
ア含有のメタン発酵処理液に対して，アンモニアストリッピング法と新しく設計した土壌トレンチ法を組み
合わせることにより処理を行った。まず，数値モデル CHAIN_2D に基づいて，硝化と脱窒化反応速度に対
する土壌含水率と温度の影響を加えて，新しい二次元土壌水，溶質と熱移動モデルを開発した。さらに，そ
のモデルを利用して，土壌トレンチの最適構造，土壌性質と灌水方法などを推定した。この結果は野外実験
で検証し，高濃度メタン発酵処理液を処理する土壌トレンチの設計に役に立った。そこで，十年以上使用し
てきた土壌トレンチについて，分子生物学，土壌物理，土壌化学方法を使って，土壌含水率，土壌温度，窒
素と硝化菌などについて空間的，時間的に評価した。これらの結果に基づいて，高濃度メタン発酵処理液を
処理する土壌トレンチを設計した。物理化学方法を使った前処理と土壌トレンチを組み合わせて，メタン発
酵処理液を完全に処理する新しく開発した手法を導入し，実施した。まず，アンモニアストリッピングと
MAP（MgNH4PO4・6H2O）方法を使って，メタン発酵処理液に対し，最適な方法と条件を検討した。さらに，
土壌カラムを使って，新しい土壌トレンチの最適条件と窒素の除去メカニズムを検討し，解明した。
　以上より，土壌トレンチの窒素除去メカニズムに対して新規な知見を得て，水環境生態工学の発展に寄与
していることが高く評価される。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
